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静止衛星とミッション解析

宇宙科学研究所竹内端夫

人工衛星とのつきあいは，スブートニクが打上

げ‘られた 1957 年に遡る。第 3 固め国際地球観測年

を目指して，打上げが計画されていたアメリカの

パンガード衛星を追跡するため，アマチュア天文

家の中からボランティアを募り，ムーンウォッチ

という名で呼ばれた観測チームを国内の数ヶ所に

編成するべく，資材ーの調達やら， メンバーの方へ

の講習やらに走り回ったのが，人工衛星との最初

の出合いであった。

やがて米ソによって打上げられる人工衛星の数

も増してきて，人工衛星観測専用の望遠鏡として，

ベーカーナン型のシュミットカメラがスミソニア

ン天文台から世界の 12 ヶ所に配置された。三鷹の

東京天文台にもその中の l 台が置かれたが，これ

を用いての人工衛星の観測!と軌道決定の仕事は結

構忙しいものであった。現在内之浦にあるシュミ

ットカメラは自動制御の機能を加えた第 2 世代の

ものである。

一方 1955 年，ペンシルロケットに端を発した我

が国独自の宇宙開発は着実な歩みを見せ， 1970 年

には試験衛星「おおすみ」の打上げに成功するま

でに到った。これより先 1969 年には，実用衛星の

開発を目的とする宇宙開発事業団が発足し， 日本

で打上げる人工衛星の追跡は事業団において一元

的に行うことときれた。これを転機に私は事業団

に移り，約 15 年間主として追跡システムの整備に

携ってきた。

こうして人工衛星とのつきあいも 30 年近くにな

るが，その中で特に印象に残っているのは， 1977

年 2 月に種子島から打上げた我が国初の静止衛星

「きく 2 号」の成功である。静止衛星実現の可能

性を調べるため，いわゆるミッション解析を若い

人たちとーしょになってまとめあげ，これに沿っ

て日本独自で開発したソフトウェアを整え，赤道

上空の所定の位置に静止させたときの喜びは今で

も忘れることができない。
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ミッション解析というのは，達成しようとする

プロジェクトが成立つかどっかを，計算機のシミ

ュレーションによって検討するやり方である。そ

れもノミナルケースだけでなく，考え得る外部条

件の変化，計画値からのずれがあった場合も，な

お効率よく確実に使命を達成することができるか

どうかを確めるソフトウェア群のこと， と考えて

頂けばよいであろう。

このように定義されたものがミッション解析で

あるから，一口にミッション解析と言っても，そ

の内容は大小さまざまで，種々の性格のもの約30

個が同居しながら，全システムのチェックのため

に貢献しているという感じである。静止衛星の場

合，例えばどのようなものがミッション解析の項

目となるのか，名称だけでなく少々中味の説明も

加えて書き出してみよう。

まず第一に，太陽と地球と人工衛星との幾何学

的位置，サンアングル条件， 日陰条件，昇ー交点赤

経条件等から出てくる，静止衛星打上げ可能時間

帯を解析しておかなければならない

また日本の「きく 2 号」の場合のように，圏内

に存在する局のみにテレメトリ・コマンドを依存

するつもりならば， トランスファ軌道における可

視時聞のチェックは大切である。

打上げてから静止衛星となるまでの聞に通過す

るパーキング軌道， トランスファ軌道， ドリフト

軌道の各々について，何ヶ所の追跡局から，どれ

だけの時間をかけて観測データを集めたならば，

•

内之浦シュミットカメラ(口径50cm，日本光学製)
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どの位の精度で軌道決定，姿勢決定ができるかを

調べておくのは基本的な検討項目である。

また， トランスファ軌道上で大きな姿勢制御を

行うと，副作用として軌道を変えてしまうことが

あるから要注意である。

逆に二次推進系のスラスタの向きが重心を通っ

ていないとき，このスラスタを用いて軌道制御を

行えば姿勢に影響を与えてしまうことになる。

二次推進系によって軌道や姿勢を制御するとき

いつも設計値の90% しか働きが出ないとか，逆に

110%の推力が加わるというような場合がある。こ

のようなスラスタの効率についてはなるべく早い

機会にこれを検出できるようなマヌーバを組みこ

んで効率を調べておき，静止位置獲得のような大

切なマヌーパのとき，見込み違いをしないよう注

意か、肝要である。

次のようにいくつかのミッション解析を合せて

使うことも多い。スピン安定の衛星の軌道を変更

する必要が起った際には，二次推進系のスラスタ

の向きを一定方向に向け，同期をとって何発か噴

射することになるが，そのためには現在のスピン

軸方向を求めておかなければならない。太陽セン

サや地球センサのデータを利用するには衛星の軌

道要素を求めておく必要があり，そのためには何

時間分かのレンジングに充てる時間を要する。

このようにして，いろいろな種類の操作がどの

位の時間をかけて，どのような順序で実行されれ

ばよいかが決定される。単体のマヌーパを総合的

に判断して，打上けから静止位置獲得に到るまで

の作業を時間順に並べた「時間順手順書」が作ら

れるのである。簡単なことのようだが，到る処に

経験から学んだノーハウで満ちているものである。

この手順書を見ていくと静止衛星打上げの最大

の山場はアポジモータ点火のときであることが分

る。点火によって軌道傾斜角が 30。近くあったもの

を赤道面に一致きせ，軌道上の速度が毎秒 1.7 km

であったのが毎秒 3.1 km にまで上げ.られて，遠地

点(又は近地点)距離を静止軌道の長半径である

42 ， 166km まで上げて一挙にドリフト軌道に入れて

しまうという大切なマヌーパなのである。
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ミッション解析に基いて作られた「時間順手順

書」は， ドリフト軌道に入ってから静止位置の獲

得と続き，衛星は漸く実用に供きれる状態となる。

何年か経過して二次推進系の燃料も使い果し，

電波も途絶してしまった静止衛星は，軌道面は次

第に赤道面から外れていき，更に東西方向には単

振動に似た往復運動を始めるようになる。このよ

恥せ………

宇宙構造物研究会

日時昭和60年 11 月 21 日(制

場所宇宙科学研究所45号館 l 階会議室

太陽・地球環境科学研究連絡会 (STE)

日時昭和60年 11 月 21 日(木)

場所京都大学(宇治構内)化学研究所 5 階

大会議室

大気球シンポジウム

日時 昭和60年 12 月 12 日休:)-13 日樹

場所 45号館 l 階会議室

うな現象は，ハレー琴星接近に備えて一部改修を

行っていた内之浦シュミットカメラの絶好の被写

体と思われるので，ハレ一計画終了後は本来の使

命に戻って，静止衛星をはじめとする人工衛星の

光学的観測に活躍してくれることを希望している。

(たけのうち・ただお)

宇宙輸送シンポジウム

日時昭和61年 1 月 13 日(月)-14 日(火)

場所 45号館 1 階会議室

太陽系科学シンポジウム

日時 昭和61年 1 月 16 日(柑-17 日幽

場所 45号館 1 階会議室

MAPシンポジウム

日時 昭和61年 1 月 21 日(刈 -22 日休)

場所 45号館 1 階会議室

問合せ先 宇宙科学研究所・研究協力課

共同利用係 (467)1111(内 235)

/戸、

~表紙カット~

現在観測ロケット搭載機器回収システムでは，

パラシュート放出のための分離機構をマルマン化

して信頼性を高めるとともに，パラシュートにリ

ーフイング技術を取入れて開傘荷重を軽減する試

みがなされている。その一環として，昭和 60 年 9

月 6 日，大気球を利用して改良型回収システムの

機能確認実験が行われた。その様子は，搭載 8 mm

カメラによって撮影された。写真(左)は，開傘

荷重を下げるためメインシュートの傘縁をロープ

で絞った状態(リーフイング)でまず開傘させた

様子乞写真(右)は，その後このロープを切っ

て(ディスリーフィング)全開傘させた様子をそ

れぞれ示す。

*ASTRO-C1 次かみ合せ始まる

相模原キャンパスでは，一般公開

に先立って 11 月 5 日より，第 11号科

学衛星 ASTRO-C の l 次かみ合せが

始まった。日英協力による大面積 X線検出器， 日

米協力によるガンマ線ノくースト観測器なども海を

越えて到達し，衛星に組み込まれた。重量 430 kg

のASTRO-C は従来の科学衛星に比べてずっと大

きし組立てや移動なども従来とひと味違った趣

きを呈している。 l 次かみ合せは来年の 2 月半は、

まで続けられ，その後 6 月より，いよいよ総合試

験が開始される。打上げ子定は 1987 年の 2 月。
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場町 MT-135-44号機の打上げ

きる 9 月 11 日 11時 25分，気象観測l用ロケットの

MT-135-44号機が内之浦の KS 台地から打ち上げ

られた。上下角 77\ 飛行は全く正常で、発射後 115

秒で、頂点高度63kmに達し搭載のパラシュートが

聞き，計器類がゆっくりと降下しながら，中層大

気の温度や風を計測した。この実験と同時に京都

大学では MU レーダ(ISAS ニュースNo. 13参照)に

よる中層大気観測，岩手県綾里では気象庁ロケッ

トの打上げ (11時01分)が行われ， 3 点の協同観

測に成功した。

*K-9M-77号機の打上げ

つづいて 9 月 14 日 23時40分には，遠赤外・サブ

ミリ波背景肢射光と近赤外偏光観測器を搭載した

K-9M-78号機が，上下角 81。で打ち上げられた。

ロケットは正常に飛朔し，発射後 279 秒で頂点高

度297kmに達し，内之浦南東324kmの海上に落下し

た。遠赤外，サブミリ波背景放射光の観測器は蓋

が完全には聞かず，所期の目的である宇宙背景放

射の観測はできなかったが，超流動液体ヘリウム

冷却系およびサブミリ波観測器は飛朔中全て正常

に作動し，今後の観測にとって貴重なデータを得

ることができた。一方近赤外偏光の観測器は発射

後127秒から，ロケットの上昇・下降時とも黄道光

の偏光を観測した。なお，ロケットの姿勢は地平

線検出器と星姿勢計によって，打ち上げ後 100 秒

から着水まで精度よく決めることができた。

*rすいせい」近況

打ち上げ以来早くも 2 ヵ月以上たち， 「すいせ

し、」の距離は 1660万km を越えた。電波の到達時間

も片道で 1 分近くかかるようになってきた。 UVI

と ESPの 2つの搭載観測器は，順調に観測を続け

ている。

(UVI] ハレー茸星の紫外線撮像を目的とした

この装置は， 9 月初旬に，紫外線による地球のテ

スト撮影に成功。勢いに乗って G/Z 茸星の撮像も

計画したが，ここで予想外の事が判明した(宇宙

観測には常につきまとう)。紫外線星が数多く撮し

出されてきたのである。これは「すいせい」が将

来新たな観測目的を持てることを意味して価値あ

るものであろうが，当面のハレー観測には意外な

邪魔物の出現である。

(ESP] 太陽風とハレ一望星の相互作用を調べ

るこの装置は， 9 月下旬より太陽風イオンの観測

を開始，現在に至っている。現在は太陽活動の極

小期にあたるため，太陽の自転に伴って太陽風の

状態が変化する様子がよく見えている。特に離れ

た地点にいる「さきがけ」データとの比較は， 20

年の歴史をもっ米ソの報告にも無いもので，興味

深い。他にも，微量成分である α 粒子や 0 6 + の検

出など，太陽風の貴重なデータが続出している。

(向井利典)

~\

*ハレー軌道情報(日本標準時 19 時の位置)
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*第 2 次大気球実験報告

昭和60年度第 2 次大気球実験は例年通り， 8 月

下旬から 10月初旬にかけて SBC において行われ

た。実験期間を前半，後半に分けて前半は主とし

て回収を要する観測，後半は長時間観測を行い合

計 7 機の気球を放球した。観測内容は宇宙線成分

の絶対量測定，成層圏大気のクライオサンプリン

グ，ロケット回収実験， グライデイングパラシュ

ート実験，銀河X線観iWJ，電場観測，電力線放射

電磁界観測で，この内 6 機が回収された。

グライデイングパラシュートの実験では気球用

としては初めて lTV を搭載し，気球の膨張過程や

ノぞラシュートの開傘のょっすを観察した(表紙カ

ット参照)。送信機は 1687MHz ， 0.6W で周波数帯

域を圧縮するためビデオ信号を lMHz に制限して

いる。 SBC のテレメータ受信機で約 150km まで受

信可能である。帯域幅を制限しているため画像の

鮮明度はやや落ちるが， リアルタイムで研究対象

を直接観測することができ，今後各種の研究を進

める上で極めて有効な手段になると思われる。今

回は気球工学に使用したが将来は科学観測への利

用も予定している。(太田茂雄)

女 ICE 支援の記

臼田のアンテナによる NASA の探査機 ICE の支

援が 10 月 28 日 -11 月 2 日の観測で無事終了した。

5- 6 月の時期および 9 月上旬のジヤコビニ・ジ

ンナー琴星観測についで行われたものでこれで予

定の時間は完了した訳である。特に 9 月の際は人

工の探査機がはじめて茸星の尾に突込むというこ

4キロのマラソンを完定，ゴールインする小田所長

一 5

とで，特に米国では大きな期待を寄せ，臼田局の

支援もあって大成功裡に終ったようである。 JPL

からはこの協力に感謝する丁重なテレックスが寄

せられた。他方NASAの初期追跡における支援も

あって，われわれの“さきがけ"および“すいせ

い"は順調に来年 3 月のハレー慧星観iWJめがけて

飛び続けている。

こうして日米科学技術協力の一つの大きなステ

ップが成功したことを心から祝いたい。辺ぴな臼

田町で夫人同伴で何ヶ月も頑張ったJPLのエンジ

ニア達に敬意を表するとともに，この間一生懸命

手伝って下さった宇宙研のスタッフ，関係メーカ

ーの方々に感謝する次第である。そして今後の臼

田局による諸外国との科学技術協力の大いなる展

開を祈って止まない。(西村敏充)

*第 5 回宇宙研陸上大運動会開催

宇宙研陸上大運動会は， 10 月 18 日(到曇空の中，

午後 1 時から開催された。初めに運営委員長松尾

教授の開会宣言，小田所長の開会挨拶，前年度優

勝の宇宙工学45チームキャプテン酒巻さんから優

勝杯返還，審判委員長宗形管理部長の挨拶とルー

ル説明，宇宙工学56チーム上杉助教授の選手宣誓

が行われ，準備体操の後各競技に移った。例年ど

おりチーム対抗を主体とした種目内容であったが

今年は新たに「みんなでジャンフ。」を加え 10種目

で総合優勝を競った この種目はテレビでお馴染

みのものであるが，本大会特別ルールで 1 チーム

22人で構成され，各チーム 3 回跳びその最多回数

で順位を決める。各チームともぷっつけ本番のた

めか，運動神経のためかは不明であるが，なかな

か思うようにいかず爆笑々々の干重目となった。そ

の中で 7 回跳んだ宇宙工学45チームが，新種目第

1 匝自の優勝を飾った。所南内マラソンにおいて，

小田所長は日頃の練習の成果を発揮し若人と共に

4km を見事完走し大きな拍手で迎えられた(左の

写真)。この時点で45チームと 56チームカイ韮少差で

争っていたが最後の綱引きで56チームが45チーム

を大接戦の末破り逆転で総合優勝を飾り全競技を

終了した。引き続き閉会式が行われ工学56チーム

に優勝杯が授与され午後 5 時本年度陸上大運動会

の幕を閉じた。(藤山由弘)
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J.C.Brandt (ジョン C. プラント)

LaboratoryforAstronomy&SolarPhysics

NASA/GoddardSpaceFIightCenter
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ResearchoncometsoftencomestoafocusattheapparitionsofHalley'sComet.Inmany

respectsthisactivityisquitenatural.Halley'sCometisthefirsttohaveitsreturnpredicted ,isbright

anddisplaysthefullgamutofcometaryphenomena , hasaperiodof76years(approximatelya

humanI山time) ， hascapturedthepublicimagination , and , ofprimeinteresttoplannersofspace

missions ,hasathoroughlystudied ,predictableorbit.Largecomet-relatedpr 吋ects invariablyconsider

Halley'sComet.

Thetotalresearcheffortforcometsin1985and1986istrulyimpressive.Ground-basedobservaｭ

tionshavebeenorganizedbytheInternationalHalleyWatch.Observationswillbemadefromearthｭ

orbitingspacecraft;anexampleisNASA'sAstro1Mission.TheInternationalCometm ア Explorer

(Ie め has already(September11 , 1985)passedthroughthetailofCometGiacobini-Zinner.And ,
ofcourse , afleetofspacecraftwillencounterHalley'sCometnextspring.Becauseofmyinterest

inallofthishistoricactivityasascientistwithalong-termfocusoncomets , Iwasdelightedto

receiveaninvitationfromtheDirector-GeneralofISAS , ProfessorOda , tovisitJapanontheocca-

sionofthePlanet-Alaunch.

Schedulinglaunchesofspacemissionsisdifficultbecausethereareoftenelementsnotunder

humancontrol.BythemorningofMonday , August19 , thelaunchhadalreadybeenpostponed

twotimesbecauseofunsettledweather.Ourgroupofguestsroseearlyinthemorningandhada

one-hourdrivefromourhotelinKanoyatotheKagoshimaSpaceCenter.

TheweatherasviewedfromtheareaadjoiningtheSchmidtcameradomeseemedquiteunｭ

ThecausewastyphoonsmovingnorthwardfromtheEastChinaSea.Banksofcloudsin

theareaweremovingrapidly. Therewereoccasionalrainshowersandpatchesofblueskyand

patchesofverydarkskycouldbeseen.Theprognosisforthenextfewdayswasnogood-thenext

daywasexpectedtobeworseandthedayafterimpossible.Thus , therewasastrongdesiretoachieve

alaunchonMonday.

settled.

s
z

=

E

~

圭

T

"

Thelaunchapproachtobeusedwasdirectinjectionratherthaninjectionfromaparkingorbit.

Hence , thelaunchwassomewhatdelicatebecauseonlyasinglelaunchtime , 8:33AM(JST)was

acceptable.

Launchoccurredattherequiredtimeandwasveryimpressive.Ihadreceivedatourofthe

rocketanditspayloadwhileinthetowerafewdaysbefore.

thesamevehiclenowroaredthroughthecloudsandrosemajestically.Soonitwasoutofsight

althoughatrailremainedforsometime.Progressreportswerereceivedat 出e viewingsitebyProｭ

fessorTanakaandrelayedtotheassembledspectators.Weheardthatthevariousstagesofthe

rockethadfiredasplannedandthenewsofthekickmotor'signitionwasgreetedbyapplause.

VerificationofthepropertrajectorytoHalley'sComethadtowaitforacquisitionofthespaceｭ

craft'ssignalattheUsudaTrackingStation.AphonecalltomefromProfessorTanakaconfirmed

thatallwaswellonboardthespacecraftandthattheinitialtr 司ectory wouldtakeitclosetoHalley's

圭 Come t. IwouldlearnthatthenameofthespacecrafthadbeenchangedfromPlanetAtoSuisei.
有1111 ・-・ 1111 ・-・ IIIU·eu...· “ III ・-・ 1111 ・・ IIIIU· “III ・-・ 1111 ・-・ 1111 ・-‘ 1111 ・ -11111 ・ ·mll ・ '11111 ・ ·11111 ・ '111111. ‘ 1111 ・ ·tIIIU·tllll.·II I1 I'· ・ 1111 ・-・ 1111 ・ ·11111 ・ ·11111"11111 ・-“ III ・ ·mll ・ '11111'·11111.·11111.·11111 ・・‘ 1111 ・・ 111111·mll ・・ 11111 ・・1I1II .·mm· “ III

Itwashardtobelievethat
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Thelaunchreceivedextensivecoverageontelevision.TheMBCNewsat6:00PMshowedthe ~

launch , orbitanimation , andtheinternationalfleetofcometaryspacecraft(includingICE).The ~

coverageincludedhappyfacesofProfessorsOdaandHiraointhecontrolcenter.Thelaunchof ~

SuiseiwastheleadstoryonNHKat6:30PM.

ThecommunityofcometaryscientistseagerlyawaitstheresultsfromSuisei'spassagenear

Halley'sComet.Theultravioletcamerawillobtainimagesofthehugehydrogencloudinthelight

ofLyman-alpha. Theplasmaanalyserwillprovidethree-dimensionaldataonthesolarwindflow

ininterplanetaryspaceanddisturbedoraugmentedionsflowsnearthecomet.Thesedatawillbe

veryimportantforassemblingthetotalpictureofHalley'sCometasdeducedfromtheexploratory

spacecraft.

Thus , SuiseijoinsitssisterspacecraftSakigakeand , inaddition , ESA'sGiottoandtheSoviet

Union'sVegaIandVega1よ The “ International Fleet"ofspacecrafttoHalley'sCometiscomplete.

WecanalllookforwardtotheimpressiveeventsthatwilltakeplaceinMarchof1986.Thattwoof

thesespacecraftwerelaunchedbyISASshouldbeasourceofpridetothepeopleofJapan.

Thepotentialscientificresultsfromtheeffortstostudycometsin1985and1986areextraｭ

ordinary.Inaddition , manytechnologicalachievementsareinvolved. Butthestudyofcometsin

generalandHalley'sCometinparticularfartranscendsscienceandtechnology.Thepublicreact

tocometsandinmanyways ,historyisbeingmade.Considerableinternationalcooperationhasbeen

achievedforthepurposeofstudyingcomets.Wecanhopethatthehistoricalviewbackfrom2061

AD , whenHalley'sCometwillvisitnext ,willjudgeoureffortsfavourably.

In1910Halley'sCometwasaspectacularsightformanyground-basedviewers.TheCometwas

brightandthetailstretchedacrossthesky.Unfortunately , thiswillalmostsurelynotbethecase

inlate1985andearly1986.Thecometisbrightestwhenitisclosesttothesun , andwhenthis

occursthecometisalmostexactlyoppositeearth , ontheothersideofthesun.Thus , itiscloseto

thelargestdistancefromtheearththatcanoccurforperihelion , and , ofcourse , thesunisinthe

way! Ourc

F

田中教捜と握手を受わすプラント氏(撮影:村山恭吾)

.
1111· ‘1111・-“ III・-・ 1111・-‘1111 ・ '11111・・ t IlIl J·tlllll·・ 1111・·1I 111~·・ 1111 ・ '11111・-‘ 1111 ・ '11111 ・ ·tlllll·tllll'·11111・ ·tlllu·nlll・ '11111・ ·IIIIIJ·IIIIII·'IIII'·'IIIIJ·tllll・・・"“・ ·IIIIIJ·tllll'·I Il IIJ·'11 1I・-・1111・・・IIIU'lllm'I Ill U'‘1111・-・ 1111・-‘ IIm·... 1I・.
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A込書l Lｧ ...芭 ι

第 5 回 lAce に出席して

宇宙科学研究所清水幹夫

InternationalAssociationofCometary"

などと言うそそっかしい人も居るので，言葉の解

説から入りましょう。正しくは Inter- AgencyConｭ

sultating Group の略で，何を相談するかという

と，今世間で， といつよりはジャーナリズムがキ

ャーキャー騒いでいるハレー慧星の国際協力につ

いてです。ここにいっ agency は 4 +1 ありまして，

ヨーロッパの ESA ， ソ連の Intercosmos，我が

ISAS , それにアメリカのNASA ， プラスアノレファ

は地上観測のまとめ役IHW(InternationalHalley

Watch) であります。いつも一番でないと気がす

まないアメリカさんが今回は直接の探査機を持た

ないので気勢が上がらず，東西のバランスが良い

ためか，毎回たいへん和気あいあいといった雰囲

気の理想的国際会議であります。

各国の代表団が勢揃いという形になったのは，

第 3 回日本の受持ちで鹿児島で開かれた頃からで，

この時は桜島の噴火が諸外国のデリゲートに大変

強い印象を与えました。昨年はソ連の番でエスト

ニアのターリン市で行いましたが，へルシンキか

ら船で諸外国のデリゲートがー勢に港に着いた時，

連絡の不備で延々数時間寒空の下に入国手続きに

閉口する一幕がありました。今年はアメリカがホ

ストで，ワシントン市で 9 月 10-12 日に聞かれま

した。この日時が選ばれた理由は，丁度 9 月 11 日

の明け方(現地時間)にアメリカの ISEE -3 が変じ

たICE (InternationalCometaryExplorer) が

Halley 探測にさきがけて Giacobini-Zinner (GZ)

茸星の尾に飛び込むのて 1 その模様をデモンスト

レートしようという NASA の魂胆からです。

御承知のようにこの地方では夏から一足飛びに

冬に移る厳しい気候変化がありますが，まさに滞

在中にこれにぶつかりました。帰りのニューヨー

クケネディ空港では，着いた Pan Am のポートか

ら外国便のポートが一つ隣りだからと歩いたら，

皆さん夏姿ではブルブルカザタガタとなりました。

会場になった NASA のビルは市中央部の西端， リ

ンカーンメモリアルのすぐ近くにあり，正面には

美しい花壇，横庭にはアインシュタインの座像を

置き，使った理事会用の室もなかなか威厳に満ち

たものでした。

会議では例によってヨーロッパの GroTTO がハ

レーから五百キロの位置を無事通過するようにソ

連の VEGA データをうまく提供することなどを含

む各国聞の情報交換のとり決め， Halley や GZ の

新データと探測器に与える影響の評価，それに前

述したゴダード・センターでの GZ 観測の見学，

各国の今後の計画というさまざまな面が討議され

ました。申し遅れましたが日本からは平尾団長以

下伊藤教授，私，東北大の大家教授， 日電の山本

さんなどが，時にはいくつかの Working Group に

分かれて，多面的な形で接触しました。

ソ連はこれ迄どちらかというと秘密主義で宇宙

科学計画を進めて来ましたが，鹿児島の頃から公

聞の方針に変わり始め，今回もずいぶんハッキリ

90 年代始め迄の計画を打出しました。 10m のアン

テナを 91-92 年に打上げスペイス VLBI をやる，

Venus-Vesta ミッションでは，金星大気中に凧を

揚げることも考えている。火星探査では去年は衛

星の Phobos に 100m 迄近寄りレーザーを浴びせて

揮発物を測るといっていたのが，今回は着陸船を

落すという話になりました。 Phobos は捕捉された

炭素質慣石型の小惑星ですから，来年末にアメリ

カの Galileo が立寄っていく Amphitrite から三番

目の探査済小惑星となる訳ですが，地球外におい

ての固体有機物初探査といつことで Viking を越え

た成果が出るやも知れません。

来年は 3 月にモスクワでというソ連提案は無理

があり，秋にノ f ドワでということになりました。

(しみず・みきお)

,--.\
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患にまに
女太陽のご機嫌予報

現在，太陽活動は極大期を

過ぎ， 11年周期の極小期に向

かいつつある。けれど次の極

小と極大が正確にいつになるか，予報はなかなか

難かしい。時によっては， 11年周期の予測より 2

-3 年も食い違うことがあるからだ。最近，ある

研究者が西暦1700年以来の太陽活動の特徴を調べ

て予報を出した。それによると次の極小は 1988年

はじめ，極大は 1991年末とのことである。どちら

も単純な 11年周期の予想より少し遅れ気味だ。も

しこれが正しければ， ASTRO-C衛星にとっては

朗報である。というのも，太陽活動の極小期には

地球上層大気がわずかに下降して衛星の大気ドラ

ッグが減り，軌道寿命が延びるからである。また

次の太陽極大期をねらっ HESP計画にとっては吉

と出るか凶と出るか…・・・?

(SkyandTelescope , 1985年 10月号)

女 ICE によるジヤコビニ葺星の観測

9 月 11 日， NASAの琴星探査機 ICE (Interｭ

nationalCometary Explorer) が初めて慧星の

尾を通過し，図のょっなその構造を明らかにした。

質量分析計は水および一般化炭素の存在を明らか

にし，また，プラズマ波測定器に入るノイズの数

から探査機に衝突するタストの数が意外に少ない

こともわかった。

(Science News , 1985年 9 月)

/
/

/

水や 自量化炭素の L."'"
イオン .....1:,,8:22

\/,/ I>240.000附波

v一一〆/、 I: とらえられだ磁場
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一一太陽風 \、
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ICEの観測でわかったジヤコビ二琴星の構造

(時刻は戸メリ力東部標準時)

-,]';::0(穴ト~
ヘ込虫学宙 トラ、ソキングレーダ(その3)

ノぞラボラアンテナはペンシルビームと云われる

強力な指向性を持っているが，その指向性は波長

に対してパラボラの直径が大きい程シャープにな

り，角度分解能は良くなる。しかし直径を大きく

すると機械的強度を強くするための構体重量が重

くなり，アンテナをターゲットに指向させるため

の駆動モータに強力なものが必要になる。l 通常は

ビーム幅を1-2。にして，追尾角速度は15-30度

/秒程度になる様に設計する。

角度検出法にはコニカルスキャンニング法とモ

ノパルス法がある。前者は旧来の方式であり，現

在では主にモノパルス法が使われているが，それ

はトラッキング誤差が少なく高精度の測角ができ

るからである。

モノパルス法はアンテナ素子を水平と垂直に2

個ずつ計4 個のアンテナを互に直角にならべ，ビ

ームの一部分が重なる様にしてある。4 個のアン

テナ素子からの信号をモノパルスコンパレータと

位相検出器にかけて和・差信号から方位・仰角誤

差信号を取出す。その誤差信号がゼロになる様に

サーボモータを制御し，アンテナを常にターゲッ

トに向く様に自動追尾させる。又和信号は送信に

使うと共に受信エコー信号は距離計測に使う。

測距機は全電子式によるディジタル測距機が主

として使われている。電波は真空中では光と同じ

速度で進むので，パルスを送信してからエコーを

受信するまでの時間を測れば距離がわかる。この

電子式測距機は追尾精度も高<.追尾速度は数十

km/秒以上である。 一宇宙研一 関口 豊
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夢のように過ぎた話

私は昭和16年 3 月，東京帝国大学航空研究所物

理部に採用された。当時は軍事優先の時代で学校

も学年短縮となり，愚図愚図していると軍需産業

に徴用されるので，私は漠然と「航空関係の研究

機関」を学務部の就職申込書に書いたが，学校は

航空と無関係だ‘ったから期待が叶えられるとは思

っていなかった。しかし申し込んだ翌日，校長(服

部頒彦先生と云った)に呼ばれ，同期の友人が航

空研究所の教授だから行ってみろと勧められた。

校長の紹介状を持って出掛けたものの青銅?の厳

めしい正門と明治時代みたいな官服を着用した守

衛，その横に掛っている大表札を見たら威圧され

帰りたくなった。こっして私は小幡重一先生の研

究室の一員となった。

先生の専門は電気音響学だったので，最初は難

聴者の耳の周波数測定を手伝い，次いでプロペラ

フラッターの実験に従事したりした。また牧田嘱

託の人工音合成研究の協力もした。

太平洋戦争が始まり，研究所生活も段々窮屈に

なった。特に大詔奉載日(開戦の12月 8 日にちな

んで毎月 8 日)の早朝出勤には閉口した。当日は

米を五勺 (0.5合)持って出勤し，入り口で渡すと

それが昼飯になる。所内出入り業者がこれを炊い

たが，高Ij食は別に買った。粗末な食事なので何時

も空腹だった。もう食糧は不自由で，食堂は開店

休業の状態だった。ときたま不味い麺類が食べら

れた。戦捷報道が続いていた昭和17年 4 月 17 日土

曜日午後，物理部(14号館)屋上に上っていて，

頭上を飛び抜けた暗緑色の B 25, B26に肝を潰し

(ドーリットル空襲)，そうこうする中に同年輩の

若手が徴兵あるいは志願兵として櫛の歯が抜ける

様に消えて行った。私も昭和19年 8 月研究所を去

った。飛行兵だったが乗る飛行機はもう無く，米

機の連日空襲と特攻機見送りをしている中に 1 年

松田右

目に終戦となった。昭和21年 3 月台湾より復員し

たが帰還船中で腸チフスに感染し， 9 月漸く小

幡先生の元へ挨拶に行った。荒れ果てた研究所に

再会し， とに角頑張ろうと皆ではげ‘まし合ったが

先生は戦時中の無理が崇って停年を待たず間も無

く亡くなられ，研究室は部屋を代表した牧田嘱託

の努力も空しく解散と決まり，皆ぱらぱらになっ

た。私は後任の柿内研(物性，高分子)へ行った。

物性など全く門外漢なので入門書から学び大変だ

ったが，実験は面白かった。ここでX線操作や電

子線回折，電子顕微鏡のサンプル作成法等を教え

られた。その後事情あって一時辞職したが，復職

して 1 号館に移り佐藤研に所属した。

佐藤先生は始め層流境界層を研究，ついで電気

推進に行かれたが再び流体力学(乱流)に戻られ

た。私が l 号館に移ってからもう 30年になるが，

その聞に所属はも一度変って栗木研(電気推進)

になった。比較的平穏だった研究所にも新らしい

時代の波が押し寄せ，宇宙科学研究所が誕生した。

栗木研と共に私もその一員となったが顔を知る先

生方はあまり多くない。しかし研究所の活動は，

これからの成果が益々期待されていて楽しい。振

り返って戦中，戦後に若くして亡くなられた方々

の事を考えると今も心が痛むが，緊張と空腹に明

け暮れた青春の夢の様に過ぎ去った日々は，それ

なりに充実していた気がする。

(まつだ・すすむ)

戸、

〆'‘

今回はニュース始まって初めて，

英文の記事が登場しました。読者

の皆様の名訳誤訳に期待して，編

集部ではあえて和訳をつけません

でした。計算機による自動翻訳など試されては

いかが……? (牧島)
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